
三菱電機は、兵庫県三田市と道路維
持修繕業務の効率化に向けて、クラウ
ドAIを用いた道路マネジメントシステ
ムの共同研究を三田市内で10月3日に
開始する。
同研究は、三田市の「さんだ里山ス

マートシティ構想」における「市役所
のスマート化」の一環として実施する。

三田市は、2022年4月に「さんだ里
山スマートシティ構想」を策定。デジ
タル技術の活用やデータ利活用により、
さまざまな課題を解決することで、
“市民一人ひとりが幸せを実感しなが
ら住み続けられるまち三田”を目指し
ている。
三田市では、総延長が約700㎞に及

ぶ市道を、道路パトロール車の運行・

市民からの通報や、重要路線において
は5年に一度の路面性状調査を実施す
るなどして損傷状況を把握し、必要に
応じて応急修繕や計画的な修繕工事を
実施している。長距離に及ぶ市道を目
視主体で日常管理していることから、
市道の画一的な維持管理の実施が困難
な状況となっている。また、報告書が
紙ベースであるなど、業務の効率化や
情報のデジタル化も課題となっていた。
今回、共同研究する道路マネジメン

トシステムは、これまで同社が開発し
てきた画像解析技術の知見を活かした
AI技術を採用している。
三田市の道路パトロール車で撮影し

た道路の画像をクラウドAIで解析し、
道路の損傷箇所を自動で検出する。検
出した情報を活用した、Webアプリケー
ションによる日常点検の業務報告のデ
ジタル化や、AIによる損傷箇所の進行
度の予測などの実用性と効果を検証す
る。

三菱電機は、さんだ里山スマートシ
ティ官民共創プラットフォーム共創会
員として同構想に参画しており、今回
の共同研究を通じて、三田市の課題で
ある道路維持修繕業務の効率化を目指
したシステムを開発するとともに、地
域社会の課題解決に貢献する新たなサー
ビスの創出に取り組んでいく。

道路パトロール車の車載カメラで撮
影した道路の画像をクラウドAIで解析
し、道路の損傷箇所を種類ごとに自動
で検出する。損傷の状態と位置情報を
紐づけ、クラウド上に用意したデジタ
ル地図上に自動でプロットすることで、
市役所以外に作業現場やテレワーク中
の自宅などからもリモートで点検結果
の確認ができる。

クラウド上の道路点検結果に、Web
アプリケーションなどで補修工事の要
否と実施予定を入力することで、報告
書作成業務をデジタル化する。

AIで将来の道路の損傷進行度を予測
し、道路補修計画策定作業の効率化を
検証する。時系列で整理した日々の道
路点検結果について、道路の損傷進行
度と天候や交通量などの要因との関連
性をAIで分析し、将来の損傷進行度を
予測することで、道路補修計画策定作
業の効率化を検証する。

AIで将来の道路の損傷進行度を予測
し、道路補修計画策定作業の効率化を
検証する。時系列で整理した日々の道
路点検結果について、道路の損傷進行
度と天候や交通量などの要因との関連
性をAIで分析し、将来の損傷進行度を
予測することで、道路補修計画策定作
業の効率化を検証する。
今後、三菱電機は「さんだ里山スマー

トシティ構想」の他の取り組みから得
られるデータとの連携も視野に入れ、
各種データを利活用した新たなサービ
スを創出し、Society5.0の早期実現と
スマートシティ推進に貢献していく。

(※資料提供：三菱電機)
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三田市と道路マネジメントシステムの共同研究開始

兵庫県三田市と道路維持修繕業務の効率化に向けて
AIを用いた道路マネジメントシステムの共同研究開始
都市機能の最適化と「市役所のスマート化」に貢献

■三菱電機URL→ https://www.mitsubishielectric.co.jp/
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